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なぜ⾎液内科を選んだの︖

医師 5年⽬ / ⼥性

医師 9年⽬ / 男性3つのアピールポイント

Asahikawa Medical University Hospital

Point 1 

Point 2 

がんを治す︕

全⾝を診る⼒がつく

⾎液がんは化学療法で治癒が期待できます。
例え、全⾝に病変が広がっていても、治療
が効いて元気に歩いて退院する患者さんが
たくさんいます。近年、⾎液がんに対する
免疫細胞療法も治療に加わり、病気と戦う
武器が年々増えています。

患者さんのT細胞から作られた
CAR-T細胞が、リンパ腫細胞を
破壊する。

⾎液がんはいろんな臓器に病変を作り
ます。そのため、様々な内科の知識が
必要になり、⾃然と患者さんの全⾝を
診る習慣が⾝につきます。若⼿の先⽣
には、GeneralistとSpecialistの両⽅
を意識した教育を⾏っています。

Point 3 柔軟なキャリア形成
様々なキャリア形成が可能です
- 臨床医としてのスキルを磨きたい
- 基礎研究/臨床研究をしてみたい
- 造⾎幹細胞移植を極めたい
- 家庭と両⽴しながら働きたい
- 道内の様々な地域で働いてみたい etc. 北海道⼤学の関連病院での

研修も可能です

私達と⼀緒に
働きませんか︖

学⽣の頃に実習で⾎液内科をロー
テートして興味を持ち、卒業する
前に第三内科に⼊局しました。医
師になって働いてみて⾎液内科を
選んで良かったと思っています。
新規薬剤が次々と開発される中で、
それらの薬剤を組み合わせながら、
いかに最善の治療を⾏っていくか、
⽅針を決めていくところに
やりがいを感じています。

学⽣時代にはどの診療科に進むか決
めることはできず、研修医として働
きながら考えることにしました。働
いてからもぎりぎりまで迷いました
が、全⾝の病変がみるみる間に⼩さ
くなるドラマチックな化学
療法に魅せられ、⾎液内科
に⼊局しました。

CAR-T細胞療法

北海道大学病院
愛育病院
札幌北楡病院
勤医協中央病院
札幌厚生病院
市立札幌病院
手稲渓仁会病院
天使病院
斗南病院
北海道がんセンター

札幌医科大学附属病院
札幌清田病院

旭川医科大学附属病院
旭川厚生病院
市立旭川病院
旭川赤十字病院

北見赤十字病院

釧路労災病院
帯広厚生病院

市立函館病院
製鉄記念室蘭病院

王子総合病院

北海道の血液内科病棟のある施設

砂川市立病院
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